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あじさいまつり ～岐中ソーラン 魚津ヶ崎を舞う～ 
 ６月４日（日）｢魚津ヶ崎あじさいまつり｣が開

催されました。主催者から出演依頼があり、地域

貢献に賛同する有志２５名の生徒が｢岐中ソー

ラン｣を披露しました。 

 会場の多くの方から、温かい拍手をいただき

参加した子どもたちも意気揚々としていました。 

今後も地域の行事に積極的に参加する子ども

を増やしていきたいです。 

 

五島市中総体陸上大会 ～男子の部２位・男女総合２位～ 
 五島市中総体陸上大会が６月１１日（日）に実施されました。先日行われた球技・武道大会は、厳

しい結果となりましたが、陸上大会では、男子の部２位、男女総合２位という素晴らしい成績を収

めました。応援生徒も終日頑張りました！選手たちを指導した先生方もよく頑張りました！ 

 【男子】                                            【女子】 

 １年１００ｍ    １位 小柳 明希        ２年１００ｍ   ３位 野口 芙羽    

２年１００ｍ    ２位 松本 簾央        共通２００ｍ   ２位 谷川 鈴 

３年１００ｍ    ２位 後川 隼翔        ２年８００ｍ   １位 出口 愛梨 

共通２００ｍ    ２位 谷川 来喜                 ２年 松下 結依 

共通８００ｍ    ３位 石田 将斗志       共通１５００ｍ  １位 出口 愛梨 

３年１５００ｍ   ３位 谷川 一桂        低学年８０ｍH  ２位 野口 芙羽 

共通３０００ｍ   ３位 谷川 一桂        共通砲丸投    ３位 濱村 悠香  

 １年４×１００ｍR ２位（山本勝斗・中村稔杜・小柳明希・山里奏龍） 

共通４×１００ｍR ２位（松本簾央・谷川来喜・小柳明希・後川隼翔）  

 共通走幅跳     １位 谷川 来喜   

共通三段跳     １位 後川 隼翔 



 

岐宿中学校はコミュニティ・スクールです！ 

  コミュニティ・スクール（ＣＳ）とは、学校運営協議会を導入した学校のことです。この学校運営 

協議会は、学校・保護者・地域住民が意見を出し合い、それぞれの役割や協働すべきことを明確にし 

学校と地域を取り巻く課題を解決していくという組織です。 

  さて、６月１４日（木）に本年度１回目の学校運営協議会（一歩前の会）が開催されました。まず 

は新たに委員となられた方に、五島市教育委員会から委任状が手交されました。また、昨年度に引き 

続き、山下克己氏が会長に、新たに.柳野達治氏が副会長になることが全会一致で決定いたしました。 

その後、学校経営方針の説明・質疑があり、各部会に分かれて、協議が行われました。ご意見をいく 

つか紹介します。 

 【学習支援部】 

  ○神楽舞、鬼神太鼓の復活等、公民館との連携も含め、文化継承をしなければならない。７月１６ 

日の音楽フェス、町文化祭等で、まずは見せる機会をつくる。 

  ○｢岐宿の子守歌｣の伝承は、小学校３年総合学習のカリキュラムに入っており、ゲストティチャー 

から教えていただいている。 

  ○老人会との交流を活発に。豊かな知識・経験から学んだ方が良い。 

 【安全・安心部会】 

  ○バス降車後の指導をしてほしい。バスで死角になり、ヒヤッとすることがあった。 

  ○奈切坂の草、倒木、街灯（暗い）、カーブミラーが見えにくい。まちづくり協議会とも連携を図る。 

  ○除草作業をＰＴＡでやってはどうか。 

【健全育成部会】 

  ○子どもに自分の身は自分で守ることを教えていかなければならない。 

  ○旧小学校のグラウンドについて、管理する人を体制化して利用できるようになら    

ないだろうか。 

  ○地域の行事に子どもを巻き込んで健全な育成を目指していかなければならない。 

 

福祉体験学習（３年生）～持続可能な社会の実現に向けて～ 

  ６月１６日（金）に３年生が福祉体験学習を行いました。高齢者疑似体験  

や車いす体験を通して、誰もが過ごしやすい社会を築くための社会参画がで  

きる資質能力や、共に生きる社会の一員として、多様性に気づき、認め合い、  

支え合う人間関係を構築しようとする態度を育むことが目的です。 

日本はすでに超高齢社会に突入しています。お年寄りが増えるということ 

は障がいをもつ方も増えていくということです。これからの福祉や医療等の 

社会保障はどうなっていくのでしょうか。子どもたちは、やがてこの難題を 

背負って生きていかなければなりません。 

この体験学習が、社会科や家庭科等の教科、また、これまでの総合的な学 

  習の時間で学んできたこととつながることを期待しながら、体験の様子を見 

ていました。この｢つなげる｣作業を手助けすることが、教師の役割であり、 

腕の見せどころです。子どもたちには、学びを深めながら、理想の社会、理 

想の自分に向かって ｢一歩前！｣に進んでほしいと願うばかりです。  

社会福祉協議会岐宿支所のみなさん、ご指導ありがとうございました。 

 


